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01 農林水産業未
来
農
業「
さ
が
」を
創
る
。

　新型コロナウイルス感染症により、私たちの生活は大きく変わりました。県民の皆さまの命と暮らし
を守る、このことが最優先であると考え、私たち自民党は責任政党としての役割を果たして参りまし
た。皆さまのご理解と自治体の協力により佐賀県のワクチン接種は先行し、コロナ関連予算で打ち
出した経済対策については、これまで国において約201兆円（財政投融資、地方負担額含む）、佐賀県
においては約1,000億円(別途制度融資2,000億円)を拠出し、社会経済活動は着実に回復に向かい
はじめたものの、まだまだ十分ではありません。
　自民党佐賀は、引き続き、県民の皆さまお一人お一人の不安に寄り添い、真摯に耳を傾け、「信頼」
と「共感」の政治を前に進めていきます。　
　コロナ禍をともに乗り越え、その先に日常を取り戻すことができる、そう信じて佐賀県の未来をと
もに切り拓いていきましょう。

　佐賀県には誇れる自然、すばらしい伝統文化、美味しい食べ物、そして人情味あふれる人々とのふれ
あいがあります。
　佐賀で生まれ、佐賀で生涯を全うできる社会をつくるためにも、こうした佐賀の魅力を継承し、いまを
生きる私たちが全世代で支え合い、健全な状態で「ふるさと佐賀」を後世に引き継ぐことが大切です。
　政治の大きな使命は、皆さんの生命と財産を守り、夢を与えることです。「希望を生み出す強い
経済」、「夢を紡ぐ子育て支援」、「安心につなげる社会保障」、「努力が報われる農林水産業の実現」、
また、佐賀県において毎年のように発災する自然災害には迅速な対応と備えが求められ、災害地域にお
いては、河川や道路等の強靱化が図られています。
　自民党佐賀は、これからも「政治は国民のもの」との想いを忘れず、謙虚で丁寧な政権運営を後押し
して参ります。
　皆さんとともに「輝く佐賀をつくる」。81万県民すべてが活躍できる社会を目指して8つの提案を
掲げます。

81万県民みんなが活躍できる
輝く をつくる。佐賀

新規就農者の確保・育成と、農地集積や集落営農の法人化
を進め生産性、収益性を高めると共に、小規模農業を含む
多様な農業の所得を引き上げ、農業人口の確保と食料自給
率の向上を図ります。

食の安定供給のため、水田フル活用等により米・麦・大豆・
野菜・飼料作物等の需要量に見合った作付け拡大を推進
し、攻めの農業による水田農業の収益力向上を実現します。

収益性が高く持続可能な「世界に誇れる園芸農業」の振興
と、国内・海外向けの高品質で消費者に支持される園芸作
物の生産を推進すると共に、環境に配慮した循環型農業や
省エネルギー対策など環境保全型農業を推進します。

安心安全と高品質生産による「佐賀牛」等のブランド確立、
耕畜連携による県産飼料の利用増進と資材高騰対策の強化
及び、養豚、酪農、養鶏の経営安定対策の充実に努めます。

有明海、玄海の漁獲量減少やノリ不作等の原因究明と対応策
に取り組み、未来を見据えた「守り育てる漁業」を推進し、
水産加工施設の整備や水産物の販売促進を強化し、経営安定
対策を進めます。

家族農業、中山間地域農業など多様で多面的機能を持った
農業を守り、自然環境の保全や地域振興を図ると共に、
有害鳥獣対策（防護柵）等の整備促進と捕獲者の育成を
推進します。

水利施設等の維持管理予算の充実による暗渠排水事業や、
クリーク・水路の法面の保全対策等を推進し、大規格化に
適応した農地中間管理事業の推進による農地と農道の更
なる利便性の向上を図ります。

県産木材の利用促進や森林の適正な維持管理を推進する
ことで林業を活性化させ、林業従事者の確保・育成や雇用の
安定化を図ると共に、自然災害に強い県土づくりを行い
ます。

若い農業者や兼業農家は佐賀農業の重要な担い手です。
将来に希望ある人材育成を図るため、先進農家やJAの指導
のもと、トレーニングファームによる技術力と経営力の習得
や、未来の農業を見据えたスマート農業への取り組み等、
世界に挑戦する新しい農業を支援します。

農業人口の確保と
食料自給率の向上

水 田 農 業
振 興 対 策

園 芸 農 業
振 興 対 策

畜産振興対策

水産振興対策

中 山 間 地 等
農業振興対策

土 地 改 良
事 業 の 促 進

森林再生・林業
振 興 対 策

新しい時代の
佐賀農業を創る

農林水産業は佐賀の主役です。
より魅力ある未来産業へ 
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03 医療・福祉・
女性活躍

すべての人にとって温かく、
多様でフェアな社会を実現します。

医師、歯科医師、薬剤師、看護師等、医療関係職種の方々の
処遇改善を図り、質の高い人材の確保に努め、医療体制の
更なる充実を図ります。

佐賀県民のがん発症を抑制するための取り組みを進めます。

過疎地や離島などの不利な地理的条件の下でも医療の
質を確保します。

障がい者（児）の就労支援を進め、障がい者（児）が夢を持って
暮らせる社会づくりを目指します。

必要な介護人材の確保のため、介護士などの福祉人材の
処遇改善を引き続き行います。

認知症予防など、要介護者を増やさない取組みを強化し、
健康寿命延伸を図ります。

家族の介護によって、職を失うことがないよう対策を講じ
ます。（介護離職ゼロ）

生活保護を本当に必要とされる方々が、速やかに支援を受け
ていただけるよう、そして誤解による不当な差別や偏見を無
くすためにも、不正受給には厳格に対応します。

障がい者（児）や要介護者の災害からの事前避難を目的と
した医療機関への入院等について、より明確な指針を示し
ます。

女性が能力と個性を十分に発揮して、あらゆる場面で活躍
できるよう、ライフスタイル、ライフステージに応じた就労支援
や環境整備を進める他、政治へのさらなる参画を推し進め
ます。

女性特有の健康問題(特に月経関連疾患等)は、将来的に
重大なリスクに進行する可能性が高く、「女性活躍・少子化
対策」の観点からも、置き去りにされてはなりません。今まさ
に悩み、苦しむ女性に寄り添い、女性の健康増進に資する
取り組みを強化します。

医療環境の充実

女 性 活 躍 の
推進と女性の
健 康 対 策

02 商工業経
済
を
成
長
さ
せ
好
循
環「
佐
賀
」を
つ
く
る
。

中小の雇用確保や事業継続を
支援し、更には雇用拡大を図ることで、
佐賀に賑わいと潤いを取り戻します。

中小・小規模事業者への資金繰り支援などによって事業の
存続と雇用の維持を図ると同時に、アフターコロナを見据
えた新分野展開や事業転換への支援も行います。
特に打撃の大きい業種へのテコ入れ支援と、地域生活圏で
の「支え愛」の推進によって、地域に活力を取り戻します。
アフターコロナでは、商業基盤施設等整備事業などのハード
事業や、回遊性向上のためのソフト事業に改めて注力します。

混沌とする国際情勢などによる原油や穀物等の価格高騰の
影響を緩和するための国による「原油価格・物価高騰等総合
緊急対策」が、もれなく県内の対象事業者に行き渡るよう取
り組みます。
燃油価格の引き下げの延長・拡充、その他業種別対策による
補てん金の交付、中小企業に対する賃上げ・価格転嫁対策
および資金繰り支援等、またエネルギー・原材料・食料等安定
供給対策、さらにはコロナ禍において物価高騰等に直面する
生活困窮者等への支援を行います。
物価高騰等の長期化に留意しつつ、国と連携しながら、今後
も機動的かつ弾力的な対策を講じていきます。

東アジアに隣接する地の利を活かし、国際展開する中小企業
の支援を行います。
DX（デジタル・トランスフォーメーション）への取り組みと、
佐賀らしさを活かした高付加価値商品の開発を支援します。

働く人の希望にかなう雇用創出を図るため、就労マッチング
の支援を強力に推進します。　
雇用拡大につながる企業や研究機関の誘致を図ります。

佐賀の誇りである「ものづくり」の技術の継承、国内外への
展開を支援します。
焼き物・家具などの伝統的地場産業の振興・新規市場開拓
の支援を行います。
ICT活用等による経営の合理化・安定化を目指す中小・
小規模事業者に、税制・金融面での支援を行います。
中小・小規模事業者の円滑な事業継承を、第三者への継承
も含めて支援します。

技術開発なくして成長はありません。県の各種研究機関の
充実を図り、民間企業の研究開発を支援します。

西九州新幹線の開業効果が最大限に発揮されるよう、官民
一体となった取り組みを支えていきます。
佐賀が有する「食・酒・器・湯・祭・人」などの素晴らしい地域
資源を有機的に結びつけ、食の文化の発信や新たな雇用を
生み出す観光産業の推進を図ります。

コロナ禍を乗り
越 え 佐 賀 に
再 び 活 気 を

新しい時代の
産 業 お こ し

観 光 産 業 の
振 興

原 油 価 格 ・
物価高騰対策

働く人の希望に
かなう雇用の創出

足 腰 の 強 い
佐賀の商工業

技 術 開 発 の
推 進 ・ 支 援

福 祉 の 充 実
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コロナ禍を乗り
越 え 佐 賀 に
再 び 活 気 を

新しい時代の
産 業 お こ し

観 光 産 業 の
振 興

原 油 価 格 ・
物価高騰対策

働く人の希望に
かなう雇用の創出

足 腰 の 強 い
佐賀の商工業

技 術 開 発 の
推 進 ・ 支 援

福 祉 の 充 実

誰
も
が
安
心
し
て

　
　
　活
躍
で
き
る
ま
ち「
さ
が
」を
つ
く
る
。
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佐
賀
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子
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を
育
み
、

　
　
　ス
ポ
ー
ツ
の
力
で「
笑
顔
」を
つ
な
ぐ
。

佐賀の歴史、文化に触れ、学び、佐賀愛を育む教育に力を
注ぎます。

生きる力を身に付けるために、確かな学力とコミュニケー
ション能力を高める教育を行います。

新たな仕事や新たな価値を自ら創り出すことが出来る創造力
を育む教育を推進します。

食べる力は生きる力。健全な体や心をつくる食事の大切さ
や、食材のこと栄養のこと等を学ぶ「食育」を推進します。

子供たちと教職員が向き合う時間を生み出すため、小規模
学級、チームティーチング、ICT教育の推進を図ります。

予測不可能な時代を生き抜き、持続可能な社会の創り手と
なれるようSDGs教育を推進します。　

支援や医療的ケアが必要な子どもたちに寄り添い、教育の
機会を確保します。

佐賀県で、そして
世 界 で 輝 く
子供たちのために

04 子育て 教育・
スポーツ

こ
ど
も
ま
ん
な
か

　

　
　
　誰
も
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る「
佐
賀
」へ
。

子供は社会の宝。様々な声に耳を傾け、
子育て支援策や環境の整備・拡充に
全力で取り組みます。 志を高める「佐賀県」の教育

令和６年に佐賀県で開催される国民スポーツ大会・全国
障害者スポーツ大会に向けて、選手・指導者の育成、競技人
口の拡大や競技施設などのスポーツ環境整備を加速しま
す。

障がいのある人もない人も、あらゆる世代の誰もが、スポー
ツに出会い、それぞれのスタイルで楽しむことのできる環境
づくりを目指します。

スポーツは人と人との距離を一気に縮め、地域を束ねる力
があります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
鳥栖、佐賀、太良にはアスリート寮が整備され、来春は
SAGAサンライズパーク（佐賀県総合運動場整備エリア）内
に九州最大級のアリーナが完成します。人の集中と分散で
県内全域に波及効果を拡げていきます。 

私たち自民党佐賀は、笑顔をつなぐスポーツの力を信じ、そ
の価値を実感できるよう、共に歩き息づかいのわかる距離
で政策を前に進めていきます。

佐 賀 県 民
す べ て が
ス ポ ー ツ に
親しむ環境を

ス ポ ー ツ の
価値、それは
「つながる」こと

スポーツの力で今こそ地域づくり

不妊治療にかかる経済的負担の軽減のみならず精神的負担
の軽減にも十分配慮しながら、妊娠を望む女性の心に寄り
添った施策の拡充を図ります。

周産期医療体制の強化を図ります。

延長保育・病児病後児保育を拡充します。

放課後児童クラブの拡充を図るとともに、その待機児童は
早期の解消を目指します。

幼稚園教諭、保育士等の多様な人材を確保するため、処遇
改善を推進します。

誰もが子育てしながら望む形で働きやすい社会を実現する
ための、「働き方改革」を推進します。

令和5年4月に創設が予定される「こども家庭庁」を司令塔
とした「こどもまんなか政策」を後押しし、切れ目のない
子育て支援を実現します。

自民党がお約束した「3歳～5歳までの幼児教育・保育の
無償化」や「0歳～2歳の住民税非課税世帯の子供たちの幼
児教育・保育の無償化」、さらには「高校授業料の実質無
償化」が実現しました。

待機児童ゼロに向けた取り組みの加速化、また病児保育・児
童手当の充実など、さらに財源を確保し、強化していきます。

児童相談所の体制強化等により児童虐待の根絶を図ると
ともに、昨今の交通事故や痛ましい事件を踏まえ、総合的な
子どもの安全対策に徹底的に取り組みます。

子供の現在・将来が生まれ育った環境に左右されない、実
効性ある子供の貧困対策に取り組みます。

家族の介護や世話をする「ヤングケアラー」と呼ばれる子供
たちを早期に発見、包括的に支援出来るよう取り組みます。

子供を産み・育てる
環境整備の推進

「こどもまんなか」
の政策で切れ目
の な い 子 育 て
環 境 を つ くる
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07 宝の海、「有明海」の再生と
魅力ある「玄海」の創生

みんなの願い！有明海の再生
いま、有明海がピンチです。自民党にはかつての宝の海を取り戻す使命があります。

豊
か
な
恵
み
の
海
を
将
来
へつ
な
ぐ
。
　 

諫早湾干拓潮受堤防の締切から25年が経過する中で、漁業
被害は深刻さを増しています。漁業者の所得が著しく減少し
たことによる後継者不足、そのことで地域経済までもが衰退し
人口減が進んでいます。早急な有明海再生事業を進めていき
ます。
有明海沿岸４県が、宝の海・有明海の再生に向けた協議を
加速させるとともに、潮受け堤防の開門調査等を含む有明
海の異変の根本的な原因究明を図り、干拓地での営農を損
なうことなく、農業者と漁業者の双方が成り立つ解決策を
早急に求めていきます。
開門調査が実現するまでの間、調整池からの排水はできるだ
け少量、かつこまめな排水を行うなど、丁寧な運用を強く求め
ていきます。

有明海の生育環境の改善対策として、ナルトビエイの駆除、
海底耕耘、作れい等の事業を実施します。
有明海西南部海域の海苔の色落ち被害が深刻です。海苔の
品質低下に繋がるプランクトンの大量発生のメカニズムの
原因究明を進めます。併せて、タイラギ、赤貝、アゲマキ等の
二枚貝は依然厳しい状況であり、調査、研究の下、再生を実現
します。
有明海で獲れる優れた海産物や景観を生かし、観光振興を図
ります。

諫 早 湾 干 拓
問 題

有 明 海 の
再 生 策

玄海が誇る海の恵みは、県民の宝
私たちには、美しく豊かな玄海を子どもたちに引き継いでいく責務があります。

減少傾向にある水産資源を回復させるため、魚介類の産卵場
や住みかとなる「藻場」の維持、拡大に努めます。
重要種の稚魚・稚ウニ・稚エビ等を、効果的かつ大規模に
放流することで、水産資源の回復の加速化を図ります。
限りある資源を効率的・持続的に活用できるよう、適切な資源
の管理を行い、将来にわたる漁獲量の安定を目指します。

良好漁場の予測や数年先のマアジやカタクチイワシの回遊
時期や場所の予測、将来の水産資源の量を予測することで、
効率的な操業の実現を図り、漁家経営の計画立案や種苗
放流、漁獲抑制などの資源回復対策を推進します。

玄海地区水産業の将来を担う、やる気に満ちた漁業後継者の
確保に努めます。
就業したばかりの後継者に対しては、燃油高騰対策や漁業資
材の購入費への補助を行うなど、経営の安定を力強く支援し、
安心して漁業技術向上に専念できる環境づくりを行います。
漁業を生業とする喜びをより強く感じてもらうため、漁獲物
がその魅力に見合った価格で取引されるよう、需要の拡大を
図ります。

水 産 資 源 の
回 復

ICT技術を活用した
海況予測によるスマート
漁 業 の 更 な る 推 進

漁業後継者の
確 保

06 公共投資
県民の利便性向上と安心・安全な
生活環境を守り、佐賀県の
持続的発展を目指します。

近年、佐賀県内においては集中豪雨が頻発し、令和元年佐賀

豪雨における公共土木施設、また激甚指定を受けた農地・農

道等の土地改良施設、さらに林道等を含む被害額は約164億

円、令和3年8月豪雨では約241億円にのぼり、政府において

直ちに対策が図られました。道路、河川、橋梁、港湾、海岸など

の整備方針も強靱化が求められています。 　　　　　　　

平野部での内水氾濫や傾斜地での土砂災害対策を加速し、

強い佐賀を築きます。

生産効率向上に資する農林業、漁業の基盤整備を行い

ます。

県内の経済発展のために必須となる主要四幹線をはじめと

する高規格道路の整備を促進し、ネットワーク化を図ります。

産業・県内雇用の拡大に結びつく企業誘致や研究機関の

誘致に不可欠な産業用地の確保を行います。

県内産業を促進するための港湾整備を行います。

公共施設等の耐震化を進めます。

工事量の確保や労働環境の改善などにより、中長期的な

建設業の担い手確保に取組みます。

九州佐賀国際空港が、九州のゲートウェイ空港となり、アジア

との交流拠点として将来に亘り飛躍していくため、2,500ｍ

への滑走路延長計画を着実に進めていきます。

災 害 に 強 い
公 共 投 資

次 世 代 に
必 要 な
公 共 投 資

災
害
復
旧
、防
災
・
減
災
に
必
要
不
可
欠
な
公
共
投
資
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「佐
賀
」の
未
来
を
築
く
。
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被害は深刻さを増しています。漁業者の所得が著しく減少し
たことによる後継者不足、そのことで地域経済までもが衰退し
人口減が進んでいます。早急な有明海再生事業を進めていき
ます。
有明海沿岸４県が、宝の海・有明海の再生に向けた協議を
加速させるとともに、潮受け堤防の開門調査等を含む有明
海の異変の根本的な原因究明を図り、干拓地での営農を損
なうことなく、農業者と漁業者の双方が成り立つ解決策を
早急に求めていきます。
開門調査が実現するまでの間、調整池からの排水はできるだ
け少量、かつこまめな排水を行うなど、丁寧な運用を強く求め
ていきます。

有明海の生育環境の改善対策として、ナルトビエイの駆除、
海底耕耘、作れい等の事業を実施します。
有明海西南部海域の海苔の色落ち被害が深刻です。海苔の
品質低下に繋がるプランクトンの大量発生のメカニズムの
原因究明を進めます。併せて、タイラギ、赤貝、アゲマキ等の
二枚貝は依然厳しい状況であり、調査、研究の下、再生を実現
します。
有明海で獲れる優れた海産物や景観を生かし、観光振興を図
ります。

諫 早 湾 干 拓
問 題

有 明 海 の
再 生 策

玄海が誇る海の恵みは、県民の宝
私たちには、美しく豊かな玄海を子どもたちに引き継いでいく責務があります。

減少傾向にある水産資源を回復させるため、魚介類の産卵場
や住みかとなる「藻場」の維持、拡大に努めます。
重要種の稚魚・稚ウニ・稚エビ等を、効果的かつ大規模に
放流することで、水産資源の回復の加速化を図ります。
限りある資源を効率的・持続的に活用できるよう、適切な資源
の管理を行い、将来にわたる漁獲量の安定を目指します。

良好漁場の予測や数年先のマアジやカタクチイワシの回遊
時期や場所の予測、将来の水産資源の量を予測することで、
効率的な操業の実現を図り、漁家経営の計画立案や種苗
放流、漁獲抑制などの資源回復対策を推進します。

玄海地区水産業の将来を担う、やる気に満ちた漁業後継者の
確保に努めます。
就業したばかりの後継者に対しては、燃油高騰対策や漁業資
材の購入費への補助を行うなど、経営の安定を力強く支援し、
安心して漁業技術向上に専念できる環境づくりを行います。
漁業を生業とする喜びをより強く感じてもらうため、漁獲物
がその魅力に見合った価格で取引されるよう、需要の拡大を
図ります。

水 産 資 源 の
回 復

ICT技術を活用した
海況予測によるスマート
漁 業 の 更 な る 推 進

漁業後継者の
確 保

06 公共投資
県民の利便性向上と安心・安全な
生活環境を守り、佐賀県の
持続的発展を目指します。

近年、佐賀県内においては集中豪雨が頻発し、令和元年佐賀

豪雨における公共土木施設、また激甚指定を受けた農地・農

道等の土地改良施設、さらに林道等を含む被害額は約164億

円、令和3年8月豪雨では約241億円にのぼり、政府において

直ちに対策が図られました。道路、河川、橋梁、港湾、海岸など

の整備方針も強靱化が求められています。 　　　　　　　

平野部での内水氾濫や傾斜地での土砂災害対策を加速し、

強い佐賀を築きます。

生産効率向上に資する農林業、漁業の基盤整備を行い

ます。

県内の経済発展のために必須となる主要四幹線をはじめと

する高規格道路の整備を促進し、ネットワーク化を図ります。

産業・県内雇用の拡大に結びつく企業誘致や研究機関の

誘致に不可欠な産業用地の確保を行います。

県内産業を促進するための港湾整備を行います。

公共施設等の耐震化を進めます。

工事量の確保や労働環境の改善などにより、中長期的な

建設業の担い手確保に取組みます。

九州佐賀国際空港が、九州のゲートウェイ空港となり、アジア

との交流拠点として将来に亘り飛躍していくため、2,500ｍ

への滑走路延長計画を着実に進めていきます。

災 害 に 強 い
公 共 投 資

次 世 代 に
必 要 な
公 共 投 資

災
害
復
旧
、防
災
・
減
災
に
必
要
不
可
欠
な
公
共
投
資
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「佐
賀
」の
未
来
を
築
く
。
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バランスの取れた多様なエネルギー源を確保することが、
エネルギーの安定供給に繋がります。国民の日々の生活や企業の生産活動、
社会インフラの維持・発展には「安定した基幹エネルギー」の確保が必要不可欠です！

原子力発電については、県民の安心・安全を最優先とします。
そのうえで、国における原子力規制の一層の充実強化を図り、
責任あるエネルギー政策の実現に取り組んでいきます。

調整電源として電力ネットワークの安定性に寄与している
火力発電において、水素やアンモニアとの混焼等の取組み
を進めることでエネルギーの安定供給と、ＣＯ２削減対策
の徹底を両立し、環境対策の更なる推進に努めます。

太陽光発電については、導入コスト・管理コストなどの負担
を考慮しつつ、供給過剰などの電源間バランスを検討しな
がら、発電技術面の改善などを行い最大限の導入を図ります。

風力発電、水力発電、地熱発電等、多様な再生可能エネル
ギーの導入を加速させると共に、海洋エネルギー等の新た
な自然エネルギーの活用を目指します。

小水力発電、バイオマス発電、風力発電等地域の特性にあっ
た小規模な再生可能エネルギー源を組み合わせた分散型エ
ネルギーシステムを構築し、エネルギーの地産地消を目指し
ます。

佐賀県で取り組んでいる太陽光発電、風力発電、小水力
発電、バイオマス発電などの事業では、発電目的・規模に
あった適地での建設を推進します。

エネルギーの安定供給と低コスト化を両立するため、更
なる技術革新を進めます。

自然エネルギー社会の実現を目指します。

蓄電システムの更なる研究・開発を促進し、企業をはじめ家
庭などでの蓄電池の普及を進めます。

安定した基幹
エネルギーの
確 保

安 心 で き る
再生可能エネルギーの
普 及 ・ 推 進

技術革新による
エネルギー創出の
支 援

　新しい時代をいかに創り出していくか。新型コロナウイルス感染症への対応、ロシア
によるウクライナ侵略など、激動する世界情勢において、日本が直面する内外の課題は
山積しています。
　私たち自民党佐賀は、令和の時代にふさわしい日本、希望が持てる佐賀の将来像を
描くため、「責任ある政治」を推し進めていきます。
　皆さまとともに、佐賀の未来を切り拓く。自民党にその挑戦を任せて下さい。

佐賀空港の陸上自衛隊配備要請に関する対応について
　中国の急激な軍拡や海洋進出、北朝鮮の核・ミサイル開発など、日本列島を取り巻く安
全保障環境が激変する中、専守防衛を旨とし、国民の命や平和な暮らし、領土・領海・領
空を断固守り抜くため万全の態勢を構築しなければなりません。
　このような中、中期防衛力整備計画に基づく島嶼防衛の一環として、佐世保市の相浦
駐屯地に所在する水陸機動団の迅速な展開支援として、佐賀空港への陸上自衛隊配備
要請がなされています。
　「国防」はわが国の独立と平和、そして、国土と国民の生命・財産を守るものであり政治
の重要な責務です。佐賀県も国の構成団体として、国防に貢献する役割を当然有して
おり、また、災害時における緊急対応を考えた時、今回の計画の有用性は理解できると
ころであります。
　一方で、この要請事案が佐賀県民の安全で安心な暮らし、漁業や農業等の環境に著しく
影響を及ぼさないよう注視しつつ、安全対策や環境問題などの懸念の払拭に努め、県民
の皆様の理解の下に進めて参ります。

九州新幹線西九州ルートの開業及び整備について
　整備が進んでいる九州新幹線西九州ルートでは、武雄温泉・長崎間(武雄温泉駅、嬉
野温泉駅、新大村駅、諫早駅、長崎駅)が、本年9月23日に開業を迎えます。
　新設された武雄温泉駅、嬉野温泉駅については、最大の開業効果が発揮されるよう
努めるとともに、新鳥栖・武雄温泉間については、党の方針を踏まえながら西九州全体の
発展を見据えて、並行在来線の利便性の確保や財政負担の軽減を第一に、今後の整備
方針のあり方等について議論を進めて参ります。

「憲法改正」は自民党の使命です。
　「現行憲法の改正」は、結党以来の党是であります。国民主権、基本的人権の尊重、平和
主義の３つの基本原理はしっかり堅持し、初めての憲法改正への取り組みをさらに強化
します。　
　安全保障環境や社会生活の変化など、時代の要請に応えられる「日本国憲法」を制定
するために力を尽くします。
　わが党は改正の条文イメージとして、 ①自衛隊の明記 ②緊急事態対応 ③参議院選挙
における合区解消 ④教育の充実の４項目を提示しています。
　佐賀県連に設置する「憲法改正実現本部」のもと、国民、県民の幅広い理解を得るよう
運動を展開するとともに、衆参両院の「憲法審査会」においても憲法論議を深め、憲法
改正原案の国会提案・発議を行い、国民投票を実施し、早期の憲法改正を目指します。

エネルギーミックスの確実な実現と、
エネルギーの自給率の向上に取り組みます。
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原子力発電については、県民の安心・安全を最優先とします。
そのうえで、国における原子力規制の一層の充実強化を図り、
責任あるエネルギー政策の実現に取り組んでいきます。

調整電源として電力ネットワークの安定性に寄与している
火力発電において、水素やアンモニアとの混焼等の取組み
を進めることでエネルギーの安定供給と、ＣＯ２削減対策
の徹底を両立し、環境対策の更なる推進に努めます。

太陽光発電については、導入コスト・管理コストなどの負担
を考慮しつつ、供給過剰などの電源間バランスを検討しな
がら、発電技術面の改善などを行い最大限の導入を図ります。
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ギーの導入を加速させると共に、海洋エネルギー等の新た
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小水力発電、バイオマス発電、風力発電等地域の特性にあっ
た小規模な再生可能エネルギー源を組み合わせた分散型エ
ネルギーシステムを構築し、エネルギーの地産地消を目指し
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